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１，活動テーマ 
 

【テーマ】 

 ○小麦粉を触って感触や温度などを感じながら、遊ぶことを楽しむ。 

 

【テーマの設定理由】 

 ○普段触ることない小麦粉を触ることで、感じたことを保育士に伝えようとしたり自由に触って遊んだりする。 

 

２，活動スケジュール 
 ○ホールでカップなどを使って自由に小麦粉を使って自由に遊ぶ。 

 

３、活動のために準備した素材や道具、環境設定 
 ○小麦粉 ○ブルーシート ○プリンカップ ○机（小） ○濡れタオル 

 ○自由に遊ぶことができるように広くブルーシートを敷く。 

 

４，探求活動の実践 

 
【活動内容】 

 ○小麦粉を見たり、触ったりして自由に遊ぶ。 

 

【活動中の子どもの姿・声、子ども同士や保育者との関わり】 

 

 

 

 

 小麦粉を袋から出すと、小麦粉が落ちていく様子をじっ

くりと見ていた。触ろうかと迷う様子は特になく、ボウル

の中に手を入れて混ぜて感触を楽しんでいた。手が白くな

っていることに気が付くと、手の平を見せて「わー！」と

驚いた表情を見せていた。  

 

 保育士が「ぎゅってしたらどうなるかな」と言葉をかけると、手で小麦粉を握って

保育士に見せていた。「カチカチかな？サラサラかな？」と問いかけると、握った物

を見て「さらさら！」と答えていた。 

 

 たくさん手で小麦粉に触れた後に、プリンカップとスプーンを出した。スプーン

を手に取ると、ままごとをするようにボウルの中の小麦粉をカップに入れていた。

入れて出して混ぜるという動作を何度も繰り返し行っていた。保育士が「お料理し

てるみたいだね」と言葉をかけるとうなずいて答えていた。 

  

 T ちゃんがボウルを動かすと、ボウルの下の小麦粉が固

まっていることに気が付いて驚いた表情を見せていた。固

まった小麦粉を指で触り始めたので、「お絵描きしてみ

る？」と言葉をかけると、指で線を書き始めた。保育士が

丸を描くと T くんが「おつきさま！」と言って丸の中に小

麦粉を入れていた。 

 



 

 

５，振り返り 
 

【振り返りによって得た先生の気づき】 

 

 小麦粉を使った活動が初めてだったが、子ども達は躊躇することなく小麦粉に触れている姿を見て驚いた。手に

ついても服についても嫌がることはなく遊ぶことができていたので、いろいろな素材を使って活動をすると楽しい

のではないかと感じた。 

小麦粉での活動が一回目だったので、今回は水を一切使わずに活動を行った。しかし、“さらさら”と“かちか

ち”の違いを感じるためには少しだけでも水を使用すると分かりやすかったのではないかという助言をいただいた。

それをふまえて、子ども達の前で別の容器に小麦粉と水を混ぜて硬さの違いを感じられるようにすればよかったと

思った。次回の活動では水を加えて遊ぶことができたらと思う。また、活動の途中で歩き始めた際に小麦粉で足跡

が付いていたようだったので、気が付いて子ども達も気が付くように言葉かけができればもっと良い活動になった

のではないかと感じた。 

 今回はテーブルを使ってボウルの中に手に入れることができて、手での感触を十分に感じることができたので良

かったと思う。その反面、足の裏で感触を確かめたり白くなった自分を見たりすることができなかった。そのため、

小麦粉の中に入って遊ぶことができるようにビニールプールの中で活動をしたり、鏡を用意したりして活動の幅が

広がるように計画を立てられれば良かったと反省している。 

 

 

 

 

  

 夢中になって遊んでいる間にブルーシートの上に小麦粉

が付いていることに気が付いて、床でも遊び始めた。保育

士が「洋服も真っ白になってるよ」と言葉をかけるとハッ

と気が付いた表情を見せていたが、そのあとは自分でも洋

服に小麦粉を付けて色が変わる様子を楽しんでいる姿があ

った。 

 


